
◆奨学会研究発表要旨◆

1.は し め に

医療技術の進歩により,多 くの疾患が治療対象に加

わり,効 果的な治療が多様化して行われるようになっ

てきた。このような中で,病 院の病室は,増 大する医

療需要に対し,治 療遂行の場としての進歩は目覚まし

ヽヽ。

しかし,一 方では現在の病室環境が,機 能化し,治

療優先の空間になってきたことの弊害も見られ,患 者

に対し,ス トレスから生じる療養上の問題をもたらし

ている。そこで,患 者の環境整備を重要な要素に位置

づける看護学がこの病室空間に関する研究に果たす役

害」はブ、きい。

2.研 究の経緯

図-1に 示すように,病 室を患者の療養生活の場と

して捉えてゆくために,以 下の2種類の観点から検討

を進めている。

1)患 者にとって安全な空間,医 療者にとって援助,

治療などがしやすい空間,等 の物理的な面の環境への

検討。

2)患 者の人間的な欲求の把握に基づいた,心 理的な

面から安寧な環境作りに関する検討。

この中でも, 1)に 関する研究は,近年多く行われ,

その研究成果も期待されているが, 2)に ついての研

究は極めて乏しい。

そこで,我 々は患者の生活の場としての病床 ・病室

の環境整備の基礎資料を得ることを目的に研究を進め

ている。本報告では,そ の 1部,病 室を中心に人間が

日常生活を送る上で,基 本的な欲求と考えられるテリ

トリーとプライバシーの意識に関して報告した。

患者のテ リトリー及 びプライバ シーに関す る研究

一病床周辺を中心として一
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<現 在の研究項目>

*ベ ッド間への就床行

為の検討

*ベ ッド間での作業ス

ペースの検討

現在の研究項目>
*コ ミュニケーション

距離の検討

*個人空間意識の検討

*プ ライバシー意識の

検討

*テ リトリー意識の検

討

図 1 研 究の目的

3.研 究の概要

次の2項 目について検討した。

1)テ リトリー, プライバシーに関する基礎概念の検

討。

2)こ の概念に従った,患者の病閑胃辺でのテリトリー

及びプライバシー意識の調査。

病室には,患 者が安心して治療 ・看護が受けられ,

(正確な技術の実施)安 らぎのある療養生活を送

れるような環境づくり (病床生活の心理面への配

慮)が 必要とされる。

看護の目標

患者の健康回復に向けて患者を一番よい状態

に保てるような環境作り 0心理的・物理的)

をおこなう。
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1)に ついては,人 間のテリトリー及びプライバシー

に関する文献的な検討をおこない,人 間の日常的な生

活空間におけるテリトリー及びプライバシーに関する

基本的な構造をモデル化して提案し,本 学会誌Vol

12 No lに すでに報告した。

2)で は, 1)に 基づいて,入 院中の患者に,テ リ

トリー及びプライバシーに関する意識調査をおこなし、

現状の病室における患者の意識構造について考察した。

4.基 礎概念の概要

図-2は ,提 案した個人空間の概念のまとめである。

この個人空間は,Personalspaceを , より人間の居

住空間の概念に近付けた,質 的な分類と定義される。

人間は一般的に個人の欲求に対して,場 面に即した

個人空間を,環 境に積極的に働きかけることにより確

保している。

一方, この個人空間は, プライバシーの意識と密接

に関わっている。図-3は ,Westin,A Fに よる

プライバシーの分類である。この分類でも示されるよ

うに,人 間は,場 面や状況に合わせて質的に異なるプ

ライバシー意識を持っていると考えられる。

病院の病室で入院生活を送っている患者は,ベ ット

周辺の狭い空間の中で, このような質の異なるテリト

リー及びプライバシー意識を持ち,様 々な制約を受け

ながら生活を送っていることになる。

看護学において, これらを把握することは,看 護に

おける基礎的な知見として重要である。

個 人

|][:lil[li:ii[llil個

11室

や監視から自由である。

集 団|[]|[lllill:]]‖[lil多床菫
に見せない。

図3 プ ライバシーの分類 (Westin,AF)

5.調 査の方法

図-4に 示すように,ベ ット周りにおける患者のテ

リトリー及びプライバシー意識を目的変数として,患

者の属性,療 養の場所,療 養の状況,患 者の意識など

を説明変数として調査項目を設定しておこなった。

特に,テ リトリー及びプライバシー意識は,図 -5

のように調査項目を設定した。

図 2 個 人空間の構造モデル化案

territory〉
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1.性 別 2.年 齢
3.自 意識尺度 (A H Bussによる)

療養の場所
1.病 床数 2.ベ ッドの位置
3.ベ ッド間隔 (a.ベ ッドとベッド

b .ベ ッドと壁)

1.診 療科 2.病 気の段階 3.在 院日数
4.生 活の自由度

患者の意識

■11プラ:インヽ |シ■爛 :(11場面の提示らよる気
になり度とカーテンの使用の有無)

'「1テ1り1101■意議|
3.隣 のベッドの人との関係
4・病室改善の必要性
5.好 きなベッドの位置 。嫌いなベッドの位置

患者のテリトリー及びプラ

図4 調 査項 目

くプライバシー意識の質問項目>

ベット上で,以下の行為をしているときの,隣の
ベットの人に対する意識の度合 (気になる度合)
を調査する。

イバシーに関する研究

調査方法は,自 己記載方式で回答してもらい,回 収

時に聞き取りで,回 答内容の確認,補 填をおこなった。

なお,調 査対象としたT病 院は,ベ ット数,611床 ,

12看護単位,の 大学附属病院で,そ の4床室, 6床 室

の入院患者についておこなった。

6.調 査 結 果

(1)調 査対象患者の特性

A H Bussに よる自意識尺度を用いて,患 者の属

性分類をおこなった。

今回の対象患者は比較的自意識の低い人が多く,特

に社会的不安度については,566%の 人に低い値がみ

られた。

性別の違いによる自意識の程度は,女 性にやや高い

傾向がみられたが,顕 著な差はみられなかった。

年齢別の自意識の程度は,公 的自意識にのみ,若 い

人がやや高い傾向がみられたが,他 は顕著な差はみら

れなかった。

0)テ リトリニ意識について

図-6は , テリトリー意識の6タ イプの割合である。

これらのテリトリー意識のタイプは,療 養している場

所と関連がみられた。

また,同 時に行った患者の好みのベット位置の意識

は, どの患者も同様の傾向で,好 き嫌いを示した。

テリトリー意識のタイプと,他 の属性とのクロス集

計結果では,療 養の場所との間に関連がみられたに過

ぎなかった。

は)プ ライバシー意識について

プライバシー意識については,11の 質問項目のうち,

特に関連のみられた6つ の質問項目に絞り,調 査結果

を検討した。

患者の属性とプライバシー意識では,性 別では,女

性の方が高い傾向がみられた。

また年齢別では,若 くなるほど,自 意識得点では,

高くなるほどプライバシーの意識は高い傾向がみられ

た。

療養の場所との関連をみると, 4床 室よりも6床室

が,や やプライバシーの意識が高い傾向がみられた。

診療科別では,産 婦人科がほとんどの項目で高くなっ

た。

在院日数別では,在 院日数が短いほどやや高い傾向

を示した。

1 食 事をしているとき
2 衣 服の着替えをしているとき
3 体 や顔を拭いたり,お化粧などをしているとき
4 大 便や小便をしているとき
5 診 察,処 置などを受けているとき
6 昼 間に,静 かに寝ているとき
7 昼 間に眠っているとき
8 夜 間に眠っているとき
9 読 み書きしているとき
10 家 族と会話しているとき
11 医 師や看護婦に相談しているとき

<テ リトリー意識の質問項目>

以下の図に示す, 6種 類のテリトリ
ーのタイプの

うちから,一 つを選んでもらう。網かけの部分は,
「自分だけが自由に使用できを空間」であると,
教示した。

1ベ ットのみ

TET

2 .ベットと片
側半タ

凹円
分ベツトと両畔前Ⅲ日

4ベ ットと
片側

円四

5ベ ットと片側+

片側半分

FIW凹

6 .ベットと両倶1

1Tl

図5 プ ライバシー,テ リトリー意識の
アンケート内容
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1 .ベットのみ

lTl

2 ベ ッ

WT
畔略前Ⅲ日

3ベ ットと両
側半分

4ベ ットと
片側

町W

5.ベットと片側+

片側半分

円四

6 .バ ットと両側

|~「ιま霧痣夫号卜の縁
図6 テ リトリー意識の分布

患者のテリトリー及びプライバシーに関する研究

以上,プ ライバシー意識の単純集計の結果から, プ

ライバシー意識は,患 者の属性を中心に,患 者を取り

巻く様々な因子と関連をもって存在していることが明

らかになった。

に)数 量化による検討

単純集計データを参考に,図 -7に 示すようなアイ

テムおよびカテゴリーを設定し,数 量化による多次元

的解析をおこなった。

図-8は ,大 型コンピューターを用いて,全 ての力      図 7 数 量化のためのカテゴリー表

テゴリーについて数量化Ⅲ類をおこなった結果である。

この図からも明かなように,プ ライバシー意識の程  科 では外科 ・産婦人科,そ のほか自意識の高さ,な ど

度 (気にになる度合)に より, 3群 に分類して布置さ  で あった。

れ,性 別,年 齢,在 院日数,診 療科などの属性との関   ま た,同 様に大小便の行為を想定した場合のもので

連を提えることができた。 ある。

また,病 室の環境改善の必要性の意識についても,    こ のときの, プライバシー意識の影響要因は,患 者

プライバシー意識の程度との関連がみられた。     の テリトリリー意識のタイプが,他 の要因に比べてレ

テリトリー意識のタイプについては, この分布表で  ン ジの値もやや高く,第 一の判別要因になっていた。

も明かな傾向をみることはできなかった。 偏相関係数の値は低かったが,あ る種の行為におけ

以上,数 量化Ⅲ類の検討により,患者のプライバシー  る プライバシー意識では, テリトリー意識と関連を持

意識は,今 回の調査項目の多くの要因と関連をもって  つ ことが示唆されたと言える。

いることが明かとなった。

そこで, プライバシー意識の高低に, これらの要因  7.ま  と  め

が,ど の程度影響を及ぼすかを,数 量化Ⅱ類により検  1)患 者のテリトリ
ー意識は,患 者の療養の場所と関

討した。 連がみられた。

患者が清拭行為をしている,或 は, されているとき  2)患 者の
一番好きなベット位置と嫌いなベット位置

を想定して, どのカテゴリーが患者のプライバシーの  に ついては, どの患者も同様の傾向を示し,好 まれる

意識に影響を及ぼすのかを,分 析した結果では, プラ  ベ ツト位置は
一定と言える。

イバシー意識を高めている主な要因は,性 別では女,   3)患 者のプライバシ
ー意識は,患 者の属性や患者を

年齢では40～59歳,ベ ット位置ではドアー右側,診 療  取 り巻く多くの要因と関連する。
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図 8 数 量化Ⅲ類によるカテ
ゴリーの分布
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4)病 床での行為の違いによってプライバシーの質が  12.」 On Lang;Creating Architectual Theory,

異なることが捉えられた。また,行 為によっては,テ     Van Nostrand Reinhold Company,1987

リトリー意識とも関連する。             13.イ ッテルソン,プ ロシヤンスキー他編著,広 田君

美訳 ;環境心理学 3 -環 境組織内の人間的欲

以上の結果により,入 院患者のテリトリー意識は,    求 ―,誠 信書房,1974

与えられた療養の場所で,患 者同士の契約のもとに,  14.Lyman,S M and Scott,M;Territoria

我慢し合い,助 け合いながら, テリトリーを認知して    lity A neglected Sociological demensiOn,

いることが示唆された。これにより看護者は,患 者の    SOcial Forces,Vol 15,236-249,1967

このような意識を十分考慮した,病 床周辺への配慮が  15.Altman,Irwin,and Martin Chemers;

必要とされる。                                  Culture and Environment, A/1onterey Ca:

また,患 者のプライバシー意識は,入 院環境の多く    Books l-6,1980

の要因と関連を持ち,看 護者は,患 者の情報を十分に  16.イ ッテルソン,プ ロシャンスキー他編著,穐 山貞

把握した上で,患 者に対する心理面への接触が重要で    登 訳 ;環境心理学 1-概 念と研究態度
一,誠 信
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